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ぽぽらだより
P O P O L A 「ぽぽらだより」は、春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）が発行する

まちづくりや市民活動を広めるためのフリーペーパー（広報誌）です。ぽぽ
ら春日部は、まちの課題に取り組み、市民の暮らしに新たな価値を生む公益
的な活動を応援する施設です。地域のための活動をしている人、始めたい人
がつながっていく場所でもあります。皆さんのご利用をお待ちしています。

TAKE FREE
ご自由にお取りください

まちのことを、はじめる場所。

　本誌に関するご質問・お問い合わせはこちらから 　  　  048-731-3550　  　popola@kasukabehall.jp
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E V E N T S E V E N T S

−シンポジウムを終えて、今年度のぽぽらフェスティバルの感想は？
今年度は期間中の二大イベントの開催時期を分けました。登録団体が出店する
活動紹介イベントを昨年 12月に、シンポジウムは今年の 2月に開催しました。
シンポジウムではＳＤＧｓの観点から、「市民活動の持続性」や「継承の問題」
という2つの視点について取り上げました。講演やパネルディスカッションで、
市民活動をビジネスの視点からとりあげたことと、若い人の市民活動への取り
組みを紹介できたことは、市民活動の拡がりや継承性の点でヒントになったの
ではないでしょうか。

―今後の市民活動について期待することは？
「市民活動」というとご高齢の方が中心になっている団体が多いですが、若い
人たちも活動していることを知ってもらい、年代や組織の枠にとらわれず交流
が拡がればいいなと思います。私自身も地域や市民活動の中で育ててもらった
と思っていますし、市民活動に興味や関心のある人が増え、“ 一歩踏み出す ”
人が増えることを期待しています。

2月26日（日）、『ぽぽらフェスティ
バル 2022』のフィナーレを飾る
市民活動シンポジウムが開催され
ました。講演の内容を一部抜粋し
てお伝えします。

春日部市内で活動する団体に
登壇してもらい、市民活動と
ビジネスの関係やまちづくり
の始め方について活発な意見
交換が行われました。

講演の動画は
こちらから

講師　浜田 有里恵 氏
ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ 理事

ICBC いなぎコミュニティビジネスクラブ 代表

『まちづくりって何だろう？』 あなたと創るよろこびのレシピ
シンポジウム基調講演 パネルディスカッション

石川 貴雄 氏 鈴木 美緒 氏 古谷 一真 氏／染谷 景氏
紅雲堂書店／アケボノ家守舎 代表 ㈱ grain grain 代表取締役 Svelo（スヴェロ）

Check ! Pick up 

“ 自分たちの生き方を考え、
行動を起こしていくことが

まちづくりにつながっていく ”

実行委員長に
単独インタビュー！

ぽぽらフェスティバル 2022
実行委員長　吉田徳志さん

−市民参加が重要な時代
　これからの時代は、単に「社会を良
くするために行動する」というより、
人やモノ、価値観等を組み合わせなが
ら社会を新しい枠組みに変えていくと
いう発想が必要です。そのためには、
まず「自分たちで何ができるか」を考
えてなくてはいけない時代なんだなと
感じています。

−現状課題とライフキャリアデザイン
　地域には人口減少や高齢化等の多く
の課題がありますが、個人の生き方と
地域社会がつながることによって、よ
り主体的な生き方ができるようになり
ます。地域のいろいろな人とつながる
ことや暮らしながら働くこと、地域と
ともに成長し、還元していくこと、そ
んな市民活動の未来をいくつかの事例
にみることができます。

−多様な人が協業したり、参加できる
仕組みが大事
　今までになかった新しい価値や活動
の方法をつくっていく視点が必要に
なっていく時代だからこそ、いろいろ
な人とつながる仕組みが大切です。自
分一人ではできないことでも、人と協
業することでアイデアや気づきを得ら
れるだけでなく、発想や発信もできる
ようになります。

−これからの未来や地域に向けて
　次の３つのステップをぜひ皆さんに
も取り組んでほしいと思います。

①できることを問い直す
ご自身の経験やスキル、やりたいこと
は何でしょうか？活動の課題や地域の
課題と向き合うことも大切です。

②想いを発信する
今の活動は何のためにやっているのか
を改めて仲間と話し合ってみてくださ
い。その結果が次の活動のヒントにな
ります。
③ゆるくつながる
自分の想いや課題の先に、どんな人と
つながっていきたいのかを考え、実際
につながっていくことで活動の枠が広
がります。

　未来が予測しにくい時代だからこ
そ、人それぞれが「自分らしく生きる」
という個人の幸せとともに、社会貢献
の意義を見直してもらい、新しいこと
にチャレンジしていってもらいたいと
思います。

　春日部駅東口にある自分のお店の前
のスペースや街中の空間を使って展示
や販売イベントを開催しています。
　何かやりたいと思ったら、人と会う
機会を増やしたり、面白いと思った場
所に行ってみたらいいと思います。最
初は怖いと思うんですけど、まずは小
さく始めてみることが大切です。楽し
そうにしていると自然と人が集まって
きますし、私はそうやってつながった
縁を大切にしています。もちろんイベ
ントを赤字にしないことも大切です。

　春日部市内でデイサービスや保育
園、カフェを経営しています。4月か
ら武里団地を中心にふれあいウォーク
という（社会的な）活動を始める予定
です。福祉ビジネスは私たちが本当に
やりたいことを実現するためのものと
捉えていて、ようやくここまでたどり
着いたという感覚でいます。
　一人で何かを始めるのは勇気がいり
ますが、すでにあるコミュニティに参
加してみることで、人とつながり新し
いものが見えてくるかもしれません。

　私たちは春日部の次世代のまちづく
りの取り組みとして公共交通に着目
し、新しい交通手段として電動キック
ボードを活用するシェアリングサービ
スを考えています。
　私たちは春日部が大好きですし、課
題の裏返しでまだまだ発展の余地があ
ると思ったからこそ二人で活動を始め
ました。市民からたくさんの意見をも
らいながら市民団体等が自ら地域を
リードするボトムアップのまちづくり
がよいと思っています。

（聞き手：運営パートナー　鹿沼英雄さん）
（写真左上）講演中の浜田有里恵さん　（写真左下）ぽぽらフェスティバル 2022 実行委員の皆さん）
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ぽぽら春日部
（ふれあいキューブ4F）

イベント・セミナーのお申し込み・お問い合わせはこちらから

　048-731-3550　　　　popola@kasukabehall.jp

春日部市市民活動センター（ぽぽら春日部）
年中無休（年末年始を除く）　9:00 〜 21:30
TEL　048-731-3550　   FAX　048-734-1605

〒 344-8578　埼玉県春日部市南 1-1-7 ふれあいキューブ 4 階

※当施設の会議室を利用するには、「団体登録」が必要となります。登録には窓口での
　ヒアリング及び登録申請書、団体の規約、名簿、活動実績等の資料の提出が必要と
　なります。詳しくは上記窓口にお問合わせください。
※交流・ミーティングスペース、キッズスペースなどは、団体登録なしにどなたでも
　ご自由にご利用いただけます。
※新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から一部利用を制限している場合があります。

※東武スカイツリーライン / アーバンパークライン「春日部駅」下車。西口徒歩 5 分。
※駐車場（有料）は数に限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。

新規登録団体情報

ぽぽら春日部のホームページが
新しくなります！

4 年ぶりに『春日部藤まつり』に出店！

オシラセ

オシラセ オシラセ

　新規に登録された団体さんをご紹介します。センターには多くの
市民活動団体が登録されています。団体同士の交流やマッチングを
希望される方はいつでもセンター窓口にお問い合わせください。

HP

セミナー

セミナー

イベント

社会課題

広報

交流ホウコク

ホウコク

ホウコク

市民活動講座

「社会課題をゲームで体験」

市民活動講座

「新 HP 使い方講習会」

モヤモヤカフェが
『桜咲くかすかべ』に登場

　3 月 11 日（土）に、イメージすることが難しい社会課題に
対して「ゲームを作って体験をしてもらう」手法で取り組んで
いる方々を講師に招いて、制作意図やゲームの概要をお聞きし
ました。春日部駅東口の活性化のために制作したボードゲーム
を体験した際は、実際のお店が登場するので昔話や地元トーク
も盛り上がり、参加者同士で楽しみながらの実践となりました。

　ぽぽら春日部のホームページを 5 月にリニューアルします。
デザインやメニュー項目等を一新すると同時に、使用方法が大
きく変わるため、3 月 18 日（土）に新ホームページの使い方
講習会を開催しました。登録団体の皆さんからの情報発信の
ツールとして今まで以上にご活用ください。利用に関するお問
い合わせは下記のセンター窓口までお願いします。

　4 月 1 日（土）、古利根川沿いの親水広場で開催された「桜
咲くかすかべ」のイベント「さくらキッズパーク」にモヤモ
ヤカフェが出張しました。モヤモヤカフェでは初めての青空
開催で、参加者はそれぞれマルシェのお店の飲食も楽しみな
がらピクニック風に会話を楽しみました。ゆるやかなつなが
りが少しずつまちに広がっています。

※写真はイメージ図

　2019 年の開催以降、コロナ禍によって現地での開催が見送
られていた「春日部藤まつり」が 4 月 23 日（日）に開催す
ることになりました。ぽぽら春日部も 4 年ぶりにふじ通りの
TSUTAYA 付近に出店しますので、藤まつりに行こうと考えて
いる方はぜひお立ち寄りください。当日はぽぽら春日部の登録
団体もたくさん出店していますよ！

●キューバダンス文化愛好会　●かすかべケアマネ会　●虹俳句会　
●菜々燦会　●埼玉県退職女性校長会　●ＮＰＯ法人 つきぐるみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（順不同）
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